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別紙様式 

意見交換会実施報告書 

 

令和２年３月６日 

 

登米市議会議長 及川 昌憲  様 

 

                    第３班 代表者 八木 しみ子 

 

１．意見交換会の概要 

開催日時 令和元年１０月１１日  午後７時００分 ～午後８時３０分 

開催場所 豊里公民館（会議室） 

出席議員 

代表者：八木しみ子 

司会者（兼ファシリテーター）：熊谷和弘 

報告者：岩淵正宏 

記録者（受付、写真）：上野晃、佐々木幸一、中澤宏 

参加市民数    ４人 

実

施

内

容 

議会報告 

 

・常任委員会によるテーマの報告 

 

 

意見交換 

 

・『地域公共交通』 

・『子ども子育て』 

・『登米市の産業』 
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２．市民の質問・意見等 

会
場
で
回
答
し
た
も
の 

質 問 
 

 

意 見 
 

 

要 望 
 

 

提 言 
 

 

（    ） 
 

 

会
場
で
回
答
し
て
い
な
い
も
の 

質 問 
 

 

意 見 

・街（地域）づくりの３大要素は、人口特性・地形特性・産業特性と常日頃

考えている。したがって、再度原点に戻り、この３大要素のパワーアップ

をすべきと思う。 
・今日は意見交換における話し合いについては具体的かつ、具現化するまで

に至らないような気がした。もう少しテーマを絞って勉強（研究）そして

語り合いをした方が良いと思う。 

・初めての体験でしたが、意見を掘り下げて活かせるやり方だと思った。議

員さんも親身に話を聞いてもらい意義があった。関心を持ち参加者が増え

ればいいと思った。 

・登米市のみならず、地方の市町村は軒並み人口減少に悩まされている。ポ

イントは「働く場」すなわち収入源の確保である。まずは企業誘致が最優

先課題である。 

要 望 
・年を重ねても楽しく暮らせる豊里町であってほしい。若者が町から減少し

ないような町を考えてほしい。 

提 言  

（    ） 
 

 

その他 

特記事項 

【地域公共交通】 

良い点 
・市民バスの料金１００円は格安、免許返上しやすい。 

・住民バス南方路線は有効、買い物、通院、利用者交流もあり。 

・JRの駅、三陸道がある。 

・病院バスの待ち時間に買い物が出来る。（病院バスの有効活用がなされて

いる。） 

 

改善点 
・５歳未満利用はなぜ、原因の把握。 

・集落センターへの足がない。 

・インフラ（橋など）の整備。 

 

将来こうあってほしい どうやったらもっとよくなる 
・避難など、所水害対策を万全にする。 

・避難所までの道路整備。 

・オンデマンドタクシーで行きたい時間に行きたい所へ。 



- 3 - 

 

・ダイヤのあり方をもっと便利に。 

・お年寄りが気軽に外出できるまち。 

・タクシーと連携し、少人数で行きたいことろへ、時間にとらわれず行ける

ように。 

 

自分できること、地域でできること 
・情報共有（何日にイオンに行くから乗せてってなど）提供し合える。 

 

【子ども子育て】 

良い点 
・他地域との子どもの交流。 

・児童クラブがあって助かる。 

・小中一貫教育。 

 

改善点 
・母親教育の充実を。 

・ラインでの母親どうしのトラブルあり。 

・心配をせず、安心して働ける事が出来ていることのアピールを。 

・転校生の受入れ、９年間同じということで序列が出来る。 

 

将来こうあってほしい どうやったらもっとよくなる 
・安全に外遊びが出来る児童遊園を整備。 

・子ども園に広い駐車場の確保。（公民館事業があるとすぐ満車になる。） 

・災害時に安心して避難できるルート、場所の確保。 

・南方のようなサポートセンターが各地にあればよい。 

 

自分たちでできること、地域でできること 
・スクールガード（見守り）として、子ども達を守る。 

・言うことを聞かない（危険なことをしている）子を注意できるようになる

風土づくり。 

・正しい交通ルールの指導。（登下校） 

・災害時、高齢者（弱者）の非難を手伝う。 

 

【登米市の産業】 

良い点 
・農地集約のチャンスが多くある。 

・豊里は利便がよく、人も集まる働く場所の誘致が出来る。（雇用の促進が

図られる。） 

・オルレと産業を結びつけることができるのでは。 

・JRの駅、三陸道が機能している。 

・上町法印神楽が全国デビューしたことで観光産業が伸びる。映画「ひとり

じゃない」。 

・ソニー跡地に牧野精工、エスファクトリー東北が来た。 

 

改善点 
・高齢化。 

・アピールが足りない、仙台牛の生みの郷と産地を宣伝。 

・食グルメ、市においしいものがたくさんあることをアピール。 

・生活できる給料を確保。（子育てパパ、ママの働く場所を多くする。） 
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・市内各地域に企業誘致を。 

 

将来こうあってほしい どうやったらもっとよくなる 
・ソニー並みの雇用確保。 

・民泊グリーンツーリズム等でお金が還流する仕組み。 

・農地の集積必要不可欠。 

 

自分たちでできること、地域でできること 
・神楽など伝統文化、観光を考え、SNSで発信する。 

・多面的機能の継続、参加者増を図り、農地を守る。 

 

 

 


